Psychotherapy with an adolescent girl who suffered from an attack of asthma by 広瀬, 香織 & 松島, 恭子
-161-
大阪市立大学生活科学部紀要 ･第 巻(1996)
｢唱息発作の苦しみ｣を主訴とした
思春期女子の心理療法
広瀬香織 松島恭子
Psychotherapywithanado一escentgir一
who●sufferedfrom anattackofasthma.
KAORIHIROSEandKYoKOMATSUSIMA
(1)
1.はじめに
気管支瑞息において､心理的因子が重要な意味を持っ
ことに関しては､古くから医師や患者自身によって気づ
かれていた｡怒りを始めとする情動と鳴息の発症との間
の関連性は､19世紀中葉にははっきりと指摘されていた
ようである｡1858年､Trousseauは､自分の御者の盗癖
に対して憤りを感じているときには､馬小屋の嘆を吸う
とひどい嶋息発作を起こすのに､心が平静なときには､
同じ.馬小屋の境を吸っても発作が発生しなかったことを
報告している｡1)
永田 (1992)2)は､曝息の発症仮説として次のように提
唱している｡先天的な気道過敏生素因やアトピー性素因
を持ったヒトに､心理社会的､あるいは身体的ストレス
などの後天的な環境要因が作用して､生体のホメオスタ
ーシスが乱れ､いわゆる鴨息準備状態が出来､そこに誘
因 (感染､アレルゲン､心理的刺激など)が加わって発
症し､発症後はこれらのストレスや誘因､鳴息発作に伴
う二次的要因が持続､悪化因子となって悪循環を形成す
るというものである｡また､永田ら (1995)3)は､嶋息発
症前や症状増悪の前に､慢性的なあるいは強い心理社会
的ストレスに直面している人が80-90%認められ､それ
らに対し薬物療法に加えて鳴息管理のための個人的また
は集団指導や簡易精神療法によって72.2%の患者が著効
または有効以上の改善を示したことを報告している｡
ところで､気管支鴨息における心理的要因とは､どの
ようなものであろうか｡吉松 (1979)l)による気管支嶋息
についての文献的展望によれば､次のようなことが挙げ
られる｡｢Ziegler&Eliot(1926)は鳴息の心理的原因
として､悲嘆や落胆､不安､嫉妬をあげ､また嶋息の起
こらないときにかえって不安発作の起こった症例を報告
している｡また､Cannon(1929)は､表出できない憤
りや強い敵意が鳴息発作の誘因あるいは増悪因子となる
ことを報告している｡また､Dunbar(1938)は､母親
との離別が発病にとって重要な情緒因子となった鳴息の
数例を報告している｡Alexander(1950)も同様にアレ
ルギー反応を起こしやすい患者においてみられる精神力
動的要素が､母親に対する極端な未解決の依存性をめぐ
る悩みであり､母親に保護されたいという願望が特徴的
であり､保護的な母親あるいはその代理者から患者を離
すように脅かすすべての機会が鳴息発作を促しやすいと
述べている｡また､多'くの鳴息患者が自ら叫ぶことが難
しいと報告し､患者は叫ぶことによって自らの感情を発
散することが出来たとき､その鳴息発作の終わることが
繰り返し観察されていることを報告している｡｣また､
近年では､横田ら (1996)4)は､嶋息患者は非発作時には
身近な対象に対するAggressionが抑圧されているが､
発作時には人並みにそれが誘発される状況に陥っている
可能性があることを示唆している｡
以上のような点から､鳴息患者に対し心理面からのア
プローチを試みることは有効であると考え､心理療法を
開始した｡本事例では､深く今までの生育史や生き方を
洞察し､人格変容を目指す心理療法ではなく､支持的､
保護的な関わりを通して､鳴息の症状の意味を本人自身
が理解し､主に自我の成長や現実適応を目指す心理療法
を試みた｡具体的には以下の点に留意した｡まず､本事
例が年齢的には思春期に属することを考慮 し､青木ら
(1992)5)の述べる面接における留意点をふまえて､面接
を試みた｡すなわち､葛藤の存在を巡って粁余曲折する
気持ちを表現してもらい､それを支え､(人生の)航路
が安全であるように側で祈るような気持ちで面接し､あ
る程度成りゆきを信頼して､患者の代わりに (人坐の)
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舵を取らないようにすることを心がけた｡また､面接中
はいっも患者から観察され､時には同一化の対象となる
存在であることを念頭に置くよう努めた｡また､母親に
も治療の協力者として働きかけ､数回の面接を試みた｡
母親面接では､母親自身の生育史を尋ねながら､患者に
対する不適切な対応を批判するのではなく､そのような
対応をするようになった経緯を理解するよう努め､母親
自身の不安を軽減し､ひいては､患者に対しゆとりを持
った接し方､見方が出来るようになることを目指した｡
以下､噂息発作に苦しむ思春期女子の心理治療過程及
び母親面接の過程を報告し､本事例においてみられた嶋
息にまつわる心理的メカニズムを検討し､本面接の治療
的意義と今後の課題を考察したい｡
2.事例
2-1:事例の概要
以下､事例の概要を記す｡事例の発表についてはクラ
イエントご本人及びご家族から承諾を得ており､又､匿
名性を保持することに十分留意した｡
事例 :A.Y. (初回時19歳) 大学 1回生 女性
主訴 :噂息 発作の苦しみ
家族構成 :母方祖母､父､母､兄 (研究職)､本人の5
人家族｡母方祖母､母親はともに.Y家を継ぐために他
家からY家の人間になった立場だが､血のつながった親
子である (母親が先にY家に養女に行き､養母の死後､
母方祖母が嫁入りした)｡
来談経緯 :中学受験時､アトピー性皮膚炎出現｡中学1
年の時噂息にて1カ月ほど小児科入院｡以後外来通院し､
経過良好だったが､大学入学して間もなくの6月､再び
鳴息発作出現｡約2カ月入院｡2回目の入院中の母子面
接 (小児科での)において､母子関係の問題が､鳴息発
作に影響を及ぼしていると考えられたため､神経科に紹
介された｡面接開始時は､小児科では鳴息は心配するほ
どのことはないとの診断であった｡アトピー性皮骨炎も､
手足に少し残っているようだが､常に長袖長ズボンのた
め､外見からは分からなかった｡
臨床像 :ややおとなしめの感じ｡中肉中背で､外見は年
相応｡表情､雰囲気ともに､特に病的な印象は受けない｡
ある意味では､特徴のない人｡
2-2:面接経過
以下､#の後の数字を面接回数 (カッコ内の数字は母
親面接の回数)､<>内の言葉をセラピスト(以下Th)
(2)
の言葉とする｡それ以外の部分の言葉はクライエント
(以下C1)の言葉とする｡また､カッコ内に､その時の
様子､印象等を記した｡
♯l X年.8.10
嶋息が出たことについては､特に思い当たる原因はな
いが､いっも決まった時間に出る｡午後3時頃と､午後
9時頃｡噂息がまた出てしまったことはショックだった｡
<?>このままでは持病になると思う｡結婚にも差し支
えるので早く治さないとと母は言う｡自分は勉強もでき
ないし､嶋息もあって､Y家にとっては要らない人だと
思う｡このことを母に先日話したら､｢そんなことない｣
と言われた｡自分の気持ちが分からない｡母はだいぶ小
児科Drから言われたようで (子離れしなさいとか､う
るさく言わないようにとか)､最近態度が違う｡あまり
言わなくなった｡今までは咳が出る度に､生活態度が悪
いからだと怒られていた｡いい学校に入れることも､い
い結婚をさせることも､私のためにしてくれているとい
うのはよく分かる｡私は親の期待に添うことが出来ない
で居る｡かといって､それを打ち破る力もない｡Y家の
流れを変えることは無理だと思う｡家は代々の旧家で､
一応その地域では良家であるらしい｡それで､昔から近
所の眼を気にしながら大きくなってきた｡体面が､何よ
りも大事であるらしい｡そんな家の要求に応えることは
出来そうにない｡生きようとする欲がない｡自分には何
の取り柄もない｡唯一､運動だけは自信があったが､そ
れも鳴息のせいで､出来ない｡柔道部に入っているが､
それも見学ばかりでみんなに迷惑をかける｡母は一刻も
l
早くやめてほしがっている｡
劣等感が強く､思ったこともあまり友人にも話さない
と人に言われる｡恋愛ごとにも疎い｡兄は勉強も良くで
き優秀で健康｡兄もむかし小児噂息があったが､今は大
丈夫｡父は婿入り婚｡
心理療法は中1の時1回だけ受けた｡母に ｢もう行か
なくていい｣と言われ､行かなかった｡(以上､さめざ
めと涙ながらに話す)
<鳴息が出ると､いろんな事を思わざるを得ないよう｡
そのことで苦しんでいるよう｡そのあたりのところを一
緒に話していこう>はい｡
#2 8.16
小児科を退院した｡咳がひどくても､心理的なものだ
からと吸入もさせてもらえず､19歳ということもあって
か､看護婦さんもあまりかまってくれない｡あまり咳を
しても周囲の人に悪いと思い､退院した｡以前は､咳を
すると､すぐに母親に ｢自分が不注意だから｣としから
れていたが､今はそれがないので少し楽｡
広瀬他 :鳴息発作の心理療法
咳が出ると､いろんなことを考えてブルーになる｡大
人の鳴息はひどいと言うし､結婚に差し支える｡自分は
成績も容姿もあまり良くない上に､健康まで良くないと
なると､Y家にはダメージになる｡自分では何もできな
い｡現に､柔道部に入ったが､体がしんどくて続かない｡
｢お母さんの言うことを聞かないから｣といわれた｡<
Yさんのところでは､嶋息が出ると､Y家や一生を左右
するほどの大ごとになるんだね｡>Y家のことは自分で
はどうにも出来ない｡逆らう力もないし､従う能力もな
い｡生きていたいと思わない｡鳴息がでる度､どうやっ
たら楽に死ねるかと思う｡<巨大なY家に対してどうす
ることもできない､無力な気持ち>
#3 8.29
鳴息は少しまLになった｡
部活を辞めようと思う｡小児科の先生に ｢部活を辞め
たら噴息は治る｣と言われ､母はそれを聞いて､やめろ
としきりに言う｡私もそうかなと思う｡部活は体力的に
も精神的にもしんどい｡部活の中で先輩に気を遭うこと
や､同学年の男女の間でいろいろとうわさ話があったり
とか､そういうのがしんどい｡こんなことでは社会にで
ていけないのではないかと思う｡
人に気を遣い始めたのは､小4の頃から｡特にきっか
けは覚えていないが､異常なまでに周囲の目を気にして
いた｡そのストレスがたまり､中1でアトピーと嶋息が
一気にでた｡勉強が嫌いなのに親の思う中学に入るため
に必死で勉強をしていた｡小児科の先生には ｢大学生に
なれば勉強しなくていいから治るよ｣と言われていたの
に､大学生になってからでたので驚いた｡親には吸入を
怠っていたからだとひどく言われた｡
友達がセックスの話をするとき､自分は体が弱いから
無理ではないかとか､結婚したらしなければいけないの
かという思いがある｡したいとは全然思わない｡
自分にもやりたいことはあるが (スポーツなど)､あ
きらめている｡ぽっくりと死ねたら一番楽だと思う｡<
大学生になると､友達関係とか異性関係とかずいぶん様
変わりして戸惑うかも｡それにしても､Yさんの家では
鳴息は有ってはならない存在なのね>
#(1) 9.1
<母親>
小児科の先生にいろいろ話を聞き､勉強になり反省も
した｡
かなり本人のことを悪く言って育てたのは良くなかっ
たと思う｡(本人の)兄が良くできる子なので､ついそ
うなってしまった｡人に気を遭いすぎる性格も､近所の
目を気にするよう育てたからだと思う｡<いろんな要因
(3)
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が絡んでいるだろう｡そうせざるを得ない背景もあった
だろう｡犯人探しでなく､今､何が出来るかを考えまし
ょう>
Y家は旧家であるが故に､いろいろとしんどいことも
ある｡私もそうやって育ってきた｡<そのしんどさプラ
ス､現代の世代とのギャップのしんどさも本人にはある
かもしれない> (納得した様子)
あの子は人に対していい人すぎる｡もっと肩の力を抜
いて､ゆっくりしたらいいのにと思う｡<"悪いもの"
がなかなか受け入れにくい時期 (思春期の話)>自分に
もそういうところがあった｡
以下､母親の生い立ちを話す (父が養父であり､校長
だったこと｡養父の意向で結婚が決まったこと｡中学の
時に結核になり"ひびの入った" (母親本人の言による)
体であること)｡自分がひびの入った体であることもあ
って､娘の鳴息は持病になる前に何とかなおしたい｡<
ご自身と娘さんがなんだかだぶりますね>
♯4 9.5
嶋息は落ちっいている｡友人とテニスをしても大丈夫
だった｡
自分は体が弱く､.頑も良くなく､容姿も良くないから
結婚も難しいだろうとか､就職もいいところには出来な
いだろうとか考えていたから､しんどくなったのではな
いかと思う｡母もそのように育ってきており､母は自分
の人生がそれで良かったと思っているから､私にもその
ようにさせようとしている｡結婚のことも､｢お母さん
だって､(今のお父さんで)我慢したんだから｣と言う｡
近所の人が近々結婚することになったが､その相手方の
家の人が､私の家にどんな人か聞きに来た｡自分が結婚
するときも､きっとこんな風に近所の人にいろいろ聞か
れるのだと思う｡結婚に夢はない｡
最近母は､古い考えで､近所の人の悪口を言う｡それ
を聞きたくない｡自分も古い考えと､現代とのギャップl
に苦しんでいるから_0<思春期は､"生まれ変わり"の
時期｡古い私と新しい私とのギャップに苦しんでいるの
かもしれない｡> (Clしんみり聞いている)0
#5 9.19
二日前に柔道の試合があり､その前後､噛息がひどく
なった｡母は､家族にもけしかけて､私に部活をやめる
ように言う｡私は部活の委員をしているので､それが終
わるまでやめられない｡しかし､見学ばかりで部活に行
っていろのも､部員に迷惑なのかと思う.自分は部活の
せいで噂息になっているとは思わないが､小児科の先生
に言われたこともあって､母はしきりにやめさせたがる｡
やめてから噂息がでても､｢続けていたらもっと悪 くな
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っていたはず｣と言われるに決まっている｡<Yさんは
どうしたい?>スポーツは好きだが､こんな体だからダ
メになった｡私がしんどくなると､お母さんもしんどく
なると言う1.クラブの人にも迷惑がかかる｡母も兄も完
聖な人で､自分は頑張りが足りないからダメなのだと思
う｡先生はどう思うか?<家のことは確かに大変だが､
Yさんととお母さんの人生は別であることも確か｡いろ
いろと選択の時かも>今までは敷かれたレールの上を走
っていれば良かったが､そこからポイと放り出されてど
うしていいのか分からない｡Y家の家風通りの人になる
こともできず､だからといって､自分一人で何とかする
力もない｡強気にでて､家を出たいとも思うが､●母のこ
とを考えると出来ない｡
#(2) 9.22
<母親>
嶋息は大分落ちついている｡部活は､本人は委員にな
っている責任感から行っているようだが､そのことで体
をこわしてはいけないので､早く辞めたらいいのにと思
う｡持病になっては大変｡
自分自身､中学の時に結核になり､とてもショックだ
った｡ひびの入った体になった｡<ひび?>死病ではな
かったが､再発するのではないかといっも不安だった｡
･<再発する恐れのある病気?>そうではないのだが｡母
は､恋人も､夫も､･娘も､娘婿も結核になり､結核には
とても敏感だった｡病気自体は大したことはなかったの
だが､それ以降体が弱く､小さな病気でもすぐに病院に
行くようにしている｡最近､胃と腸にポリー プが見つか
った｡いよいよダメかなと思う｡自分も夫も結核になっ
たことがあるので､子どもには小さいときから健康に留
意するよう言い聞かせていた｡それがいけなかったのか
もしれない｡
<病気にまつわる思いが代々深い様子｡お母さん自身が
元気になることも大事>私が心理療法を受けないといけ
ないのかもしれない｡
♯6 9.29
最近夜になると嶋息がでるが､我慢していると15分ほ
どでおさまる｡
先日テレビで､噴息を克服した話があって､希望を持
つようにと言っていたが､いったん咳が出始めるとブル
ーになり､希望などもてない｡大人の噂息はひどいと言
うし､苦しむのがこわい｡
先日､就職案内の電話があり､そこへ行ってみようか
と思う｡一年のうちからと思われるかもしれないが､自
分はテンポがのろいし､こんな体なので､今から始めて
ちょうどいいと思う｡家族は就職活動に反対しているが､
先生はどう思うか?お母さんは女の子は結婚するから
(就職しなくても)大丈夫と思っているが､ こんな体で
は結婚するかどうかも分からない｡
嶋息は心理的なものかもしれないが､噂息自体､とて
も苦しい｡息苦しくて､どうなることかと思う｡家族は
この苦しさを分かってくれていないと思う｡噂息がでる
とブルーになり､少しやむと元気になり､気持ちが (こ
のように)上下するのを繰◆り返すのもしんどい｡<私も
噂息自体の苦しさを分かっていなかったかもしれない｡
でも､Yさんと話をしていると噂息自体の苦しさがあま
り感じられなくて､ついっい忘れてしまいそうになる>
人前では嶋息のそぶりは出来るだけ見せたくない｡咳が
出ても､外へでて思いきり咳をして､にこにこ顔で部屋
へ戻ってくる｡
#7 10.13
最近､鳴息がひどい｡苦しいし､人前でヒューヒュ一
昔が出るのがいや｡やはり､クラブ関係の出来事の後に
嶋息がでるため､お母さんは ｢早くやめなさい｣と言う｡
自分としては来年の春にやめたい｡体育祭の仕事を終え
てからやめたいと思う｡見学ばかりしていてもクラブに
迷惑がかかる｡<?>見学しているだけなのに､部費は
私にも同じように使われる｡無駄遣いだと思う｡<どん
な形でクラブに存在しようとも､自由だし､存在する権
利があるはず｡真剣に柔道をしたくて柔道部には行って
いる人ばかりではないはずだし､そうであってもかまわ
ない｡自分なりにそこにいる意味があればいいのでは?
>そうか｡
嶋息がでると自分がとても惨めになる (戻)｡普通の
女子大生がしているような､クラブ活動とか遊びとかが
出来ない｡人前にでるのも迷惑な感じ｡クラブでは､い
ろんな男女関係のもめ事があるが､自分はそういうのに
疎く､ついていけない｡このままではまずいと思う｡
港(3) 10.20
<母親>
(私自身)胃のポリー プは問題ない｡肺を患ってから
風邪もひきやすい｡体も弱い｡Thは健康そう｡あの子
(Cl)も調子良さそう｡子ども部屋があった建物が地震
後填っぼく､私たちの部屋の隣で寝るようになってから､
調子がいい｡
あの子は小さい頃から兄をたてていた｡よちよち歩き
の頃から兄に椅子をゆずっていた｡私の母は ｢この子は
かわいそうな子や｣と言っていた｡私とあの子とは距離
が近い｡兄は離れていった｡兄は父親にくっついている
が､親密と言うより絶対服従のような関係｡あの子に対
してはいろいろ口うるさくなる｡時々喧嘩もする｡
(4)
広瀬他 :鳴息発作の心理療法
♯8 11.14
大祭の時､連日9時頃帰宅していたが､噛息はでなか
った｡大祭はとても楽しかった｡来年も委員になること
を薦められたが断った｡部も来年でやめる｡部の雰囲気
も合わないし､体が弱いので｡人の目を気にせず､適当
にしても良いのかなと思うが､家に帰ると戻ってしまう｡
母から自立 したいが､自立する強さもない｡生きていく
道がない｡自立 したいけど､頼っていたい部分もあるの
だと思う｡母の敷いたレールの上に乗っていきたいけど､
乗って行くだけの能力もない｡
♯ (4) ll.17
<母親>
瑞息はひどくないが､生き生きした生活を送っていな
い｡あの子に望むことは健康な体であることだけ｡最近､
私の悪口をよく言う｡自信がなくなってくる｡私があの
子のために出来ることは何か?<生き生きするには､健
康な体でないYさんでもいいとYさんもお母さんも思え
ることが必要だが､時間がかかりそう｡批判は分離の通
過門｡お母さんは自信を持って倒れずにYさんの前に存
在することが大切なこと>
♯9 11.29
先日レポート用の本を読み､その内容があまりにもう
ちに似ていてショックだった｡教育一家の話で､不幸な
結末だった｡兄はよく出来､期待をかけられるが弟は放
ったらかし｡ しかし結果として弟は兄と同じ高校に入っ
た｡この弟は私と違って頑が良かったから救われたのだ
と思う｡この本を読んでから涙ながらに今のしんどさを
祖母や母に訴えた｡祖母はうろたえていたが､母はちゃ
んと聞いてくれた｡しかし､｢そんな本読むか らや｡あ
まり考えんとき｣と言われた｡親の望んだハードルをク
リアできないと自由は与えられないというのがうちそっ
くり｡能力のないものはどうしたらいいのか ?母の出来
ていないところが最近よく目に付く｡学校に行 くと ｢自
由にすれば良いんだ｣と思うが､家に帰ると元に戻って
しまう｡<行きつ戻りつするものだと思う｡自分として
成長 していく通過点だと思う>だけど体が弱いから｡
#10 12.22
噂息は収まって､元気にしている｡先日､ レポートを
自信満々に出したが､再提出になってショックだった｡
部活は辞める方向で考えている｡部内の女子が2つに分
かれており､お互い悪口を言っているくせに表面ではう
まくつきあおうとしている｡そういうのも嫌｡自分は悪
口を言わず､聞き役に回っている｡みんなの嫌なところ
が見えてくる｡そういうつきあいが苦手｡
#11 Ⅹ+1年 1.5
(5)
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嶋息は収まり元気にしている｡近々､スポーツクラブ
に通おうと思い､母と下見に行った｡今年の目標は､
｢我が道を行 く｣｡嶋息がでても､人に対 して気にするこ
ともないのかと思うようになってきた｡やはり悩みがあ
ると鳴息がでる｡親に期待をかけられるが､それに応え
られなくなった｡兄は親の期待通りになっている｡教育
の権限は母にあり､母と兄は結びっさが強い｡父の方が
私と近い｡父はちゃんと自分の世界を持っている｡父は
Y家の人でありながら､Y家の人ではない｡
♯(5) 1.12
<母親>
嶋息は収まっているが､クラブのことなど悩みはある
様子｡あの子が悩んで落ち込んでいるのを見ると､ノイ
ローゼになるのではと極端に考えてしまう｡悩みは成長
の元とは考えられない｡もっとどっしりと構えていられ
たらいいのだが｡去年地震で家にがたが来て､家のこれ
からの計画が崩れてしまった｡
#12 1.16
学校が終わる頃になり､鳴息がでてきた｡前回もそう
だった｡アルバイトをしたいと思い､父に相談 したら賛
成してくれたが､結局先方に断られた｡母は喜んでいた｡
したいことをしようとすると噂息がでる｡噂息がでると
悲しくなる｡母は早 く治そうと意気込んでいる｡悪循環｡
このままではすっきりしないが､母に従うしかない●のか
と思う｡家に帰るとそう思 う｡母からとても影響を受け
ているが､母との距離は遠い｡兄と母との輪の中には入
れない｡
♯13 2.2(来室時､ペコリと頑を下げてユーモラス
な感じ｡以後､これが続 く)
鳴息は収まっている｡先日母と喧嘩した｡あまりにう
るさいため ｢更年期パパア｣と言い返したら本人はそれ
がショックだった様子｡母の兄に対する過保護ぶりはす
ごい｡何時になっても兄が帰ってくるまで起きている｡
未だに上着を着せてやっている｡兄も母を ｢おまえ｣と
呼ぶ｡絶対おかしい｡私に対 しては ｢最低限このライン
だけはクリアして｣という態度｡母にしてみたら､私は
とにかく健康で､良いところへ嫁に行ってくれればいい
存在｡友人には ｢家をでた方がいい｣と言われた｡でも
家はお金がないし､アルバイトもしたいがまた噂息がで
たらと思うと出来ない｡ここで話をしていると別に鳴息
ぐらい出てもいいと思えるが､家に帰るとまた元に戻っ
てしまう｡< (Thとにかくエールを送る)>
#(6) 2.9
<母親>
体調はいい様子｡兄に対 し敵対心を持っている｡一度
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娘のことをかばったら､とても喜んでいた｡兄妹平等に
接してきたっもりだが｡体力的に子どもは一人で十分と
思っていたが､子どもに万が一のことがあって､養子を
取るようなことになるといけないからと思い､娘を生ん
だ｡そういうのが自然と娘に伝わったのかもしれない｡
<Yさんなりに生きていく道を探している途中｡お母さ
んにできることは?>そのようなことを肝に銘じておく
こと｡しかし､健康が一番というのは､私の中に頑とし
てある｡どうしても自分と娘をだぶらせてしまう｡
♯14 2.14(バレンタインデーのチョコレートをTh
にくれる)
最近思うことがある｡人には､自分の好きなものを手
に入れる喜びと､人から認められる喜びがあると思うが､
どちらもない人はどうしたらいいのか?自分の好きなこ
とをしようとすると頭打ちにあう｡かと言って､人から
認められるだけのものを持っていない｡先日母にこのこ
とを話したら､母は育児が生き甲斐だと言う｡子どもの
いない私はどうしたらいいのか?私には生きていく力が
ない｡< (Thの体験を話し､壁には絶対ぶつかるだろ
うが､戦ってみて欲しいと話す)>先生の歩んできたレ
ールはJRだと思う｡私の目の前にあるレールは国鉄で､
すべて母が支配している｡他の線路はない｡しかもその
線路は立派すぎて私の足に合わなくなってきている｡し
かもその支配している国は中国のようにてこでも動かな
い国｡私は手のひらの上の孫悟空のようなもの｡友人は
私のことを ｢人にあわせすぎる｣と言う｡でも合わせな
いと友達になれない｡人に影響されやすい｡最近母と喧
嘩ばかりしている｡喜怒哀楽が激しい｡バイトに行きた
いが､きっと鳴息が出て母にやめろと言われる｡母がも
っと強ければいいが､体が弱いので何も言えない｡<Y
さんなりに努力していると思う｡(ェ-ルを送る)>
#15 2.28
毎日隠居生活のような暮らしぶりでむなしい｡スポー
ツクラブに行っても空しいし､行かなくても家族の圧力
を感じる｡スポーツクラブは辞めたいが､そんなことを
したら勘当もの｡自分は社会性もないし体も弱いから､
バイトに行ってもさっと失敗する｡<始めから成功する
わけではない｡だめもとでやってみたら?>うちにはそ
ういう発想がない｡慎重に慎重を重ねる｡最近自分の考
えていることが分からない｡先生どうしたらいいと思い
ますか?これでも自分なりに作戦は立てている (アルバ
イトのための)0<秘密を持っことも大事｡嘘をつくこ
とも社会性の一つ>自分も裏表あるくせに､人のそうい
うところを見ると､すごく嫌になる｡<自分も裏表があ
っていいと思えるようになったら､自然に人にもそう思
えるようになろ>そうか｡
#16 3.12
元気だが､隠居生活｡私は精神的に弱いから心理療法
に来ているが､みんなは自分で解決しているのだろうか
と思う｡母の教育がらみで自分はこうなったと思う｡そ
れで母と話し合いたいが､母は話し合おうとしない｡だ
けど考えてみたら､母にとってはどうでも良いことかも
しれない｡母も体が弱いし｡Thの言うことはとても説
得力がある｡それで前に進んでいこうと頑張るが､しば
らくするとまた母のところへ戻ってしまう｡<行きつ戻
りつしながら､だんだん自分の世界を作っていくものだ
と思う>話の出来る友人が出来た｡嬉しい｡悩みも話せ
た｡<お母さんもYさんもそれぞれ相手が絡んだ悩みだ
が､解決していくのも､悩んでいるのも､その人自身>
そうか｡
#17 3.26
先日､クラブの男子 (同級生)に告白された｡つきあ
うつもりはないので断った｡前から私に意地悪ばかりす
る男の子｡おばっちゃまで間抜け｡自分と似ているから
嫌いなのかなと思う｡男の子とつきあうのは苦手｡見合
い結婚をしようと思っている｡どうしてみんなすぐにつ
きあいたがるのか分からない｡最近､こういう生活も良
いかなと思うようになってきた｡始めは心理療法に来る
ことに抵抗があったが､今はなくなると困る｡ここへ来
ると強くなれた気がするが､家に帰ると戻ってしまう｡
# (7) 4.3
<母親>
最近一人で寝るようになった｡地震をものすごくこわ
がる｡何となく不安げ｡いっでも戻ってきたらいいとは
言ってある｡私もよく大きくなってからも母の布団に潜
り込んでいた｡歴史は繰り返すのだと思った｡前回心理
療法で言われたことを心に留めて､干渉しないようにと
つとめてきたが､洋服のことでつい干渉してしまい､反
省している｡また､事あるごとに｢Aちゃんがいればこ
そ｣と言うようにしている｡最近私によく話しかけてく
るが､その一方で反発することも多い｡兄のことに対し
すぐにすねる｡<甘えなおし､行きつ戻りつしながら成
長するもの｡そういうときは多少不安定にもなるもの>
精神的にはむしろ兄よりあの子の方が強くなっていると
思う｡
#18 4.22
少し風邪気味｡自分には恋愛は無理｡いいなと思う人
が居ても､嫌なところがばれるからやめておこうと思っ
てしまう｡学芸員の資格を取ろうと思い､母に相談した
ら ｢無理しなくても｣と言われた｡24歳ぐらいで見合
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い結婚をして､子育てをするしかない｡<何だかんだ言
ってもお母さんの言うとおり>そうですね｡でも嫌｡学
校に行くとみんなとあまりにも価値観が違い､そのギャ
ップがしんどい｡私は鳥になりたいと思っている蛙のよ
う｡飛びたいと頑張っても蛙は蛙｡でも､バイトのこと
考えてみようと思う｡< (ェールを送る)>
#19 5.5(にこにこ笑いながら入室)
今週からアルバイトに行くことにした｡ガソリンスタ
ンドに週3日｡母親は ｢よかったね｣とは言ってくれた
が顔には ｢やめろ｣と書いてある｡学芸員の資格も取り
たいと思うが､母や兄に ｢絶対無理｣と言われている｡
<ダメもとでやってみれば?ダメでも無駄にはならない
>そうか｡学芸員の人に話を聞きに行こうと思うがどう
か?自分は非常識だと言われる｡社会性がない｡<社会
に出ないと身に付かない>そうか｡ここへ来るとやろう
と思うが､いっもくじけてしまう｡<バイトを決められ
たのは大進歩>
#20 5.21(にこにこ｡パーマをかけている)
バイトに行くにの大人っぽくしようと思いパーマをか
けた｡バイトはしんどいがやりがいがある｡年の近い男
の子もいて話も合う｡最近､お弁当も自分で作っている｡
<すごい変化>友人も驚いている｡母は相変わらず兄に
べったり｡私が遅く帰ってさても ｢遊んで遅くなったの
だから｣と知らんぶり｡兄には手とり足とり｡私は放っ
ておかれる｡彼を作ろうと思っても､コンパなどに行く
とおとなしくしてしまう｡そういう自分が嫌｡普通につ
きあいたいとも思うが､意識してしまう｡
#(8) 6.24
<母親>
せっかく元気になってきたのだが､バイトをクビにな
り落ち込んでいる｡あの子は私を部屋に呼んで大声で泣
いた｡｢やっぱり私は何をやってもダメだ｡バイトなん
て絶対にしない｣と言っている｡私はただ黙っているし
か出来なかった｡あの子にも落ち度はあっただろうが､
よく頑張っていたと思う｡夫は ｢社会とはこんなもの｣
と言っている｡私があのこのために出来ることは何か?
<何でしょう>そっと見守ることか?無理はしないよう
にと言っている｡<今のままで｡Yさんから援助を求め
られたら協力してあげて下さい>学校でも友人に相談し
ている様子｡嶋息の発作だけは出ないようにしてもらい
たい｡
#21 6.25(顔はにこにこしているが､声の調子は沈
んでいる)
バイトはクビになった｡ショックは受けていないが､
荘然自失という感じ｡こんな事は社会ではよくあること
(7)
-167-
だし､落ち込むほどのことではない｡あまり考えてもし
んどいだけ｡<どんな風>胃が痛くなるような感じ｡や
ばいという感じ｡こんな事で落ち込んでいては社会に出
てやっていけない｡<そう?>違うかな?<人にはいろ
んな調子がある｡こういう時もあるのでは?>私は弱い｡
何をやってもダメ｡<弱いところ､ダメなところがある
のが人｡それを否定していては息が詰まる>そう!今も
ゼイゼイが出ている｡でも､ 十 落ち込んでいるのもしんど
い｡<そうだね>
#22 7.9
とりあえず､試験を頑張る｡夏休みは車の免許を取り
に行く予定｡アルバイトはしないっもり｡私はやはりこ
ういう運命｡<自分の好きな'ことをしても結局ダメにな
る?>そう｡部活も､スポーツも､アルバイトも｡私は
意志が弱い.体が弱い.<そうかな>また､"･手のひら"
に戻ってしまった.< (母の反対を押し切って､暴 きな
アイスクリー ムを食べて下痢をした子どもの例え)下痢
になるときはなるもの>私は下痢では済まない｡入院に
までなる｡<｢なったっていいじゃない｣>｢だめよそ
んなの｣<｢何でダメなの?私の勝手でしょ?｣>｢あ
んたが病気になると､お母さんだって負担じゃないの｣
<｢仕方ないでしょ｡~別に面倒看てくれなくていいから｣
>そうは言えない･･･最近みんな年をとってきた｡あ
まり誰もかまってくれない｡<かまわれなくなるのもつ
らいのね>そうだけど､自分はダメだから｡早くおばあ
さんになりたい｡そう言うと母が悲しむ｡母も可哀想だ
と思う｡友達は､いわゆる悪女タイプ｡私はああいう風
にはなれない｡<好きなことをするのは､なかなか大変
>
#(9) 7.18
<母親>
試験もおわり､元気にしている｡車の免許は取ってお
いた方がいいと思い､車の免許を (Clが)取りに行く
予定｡嶋息になると落ち込むのは､結婚に対する不安が
あるからだと思う｡傷のある体では､育児も家事も十分
に出来ない｡あの子は､恋愛結婚はしないし｡<?>そ
ういうのは疎そう｡鳴息とアトピーを徹底的になおした
い｡あの子も気にしている様子｡<病気は致命傷のよう
>うちは旧家で､栄枯盛衰ぶりを小さい頃から見聞きし
てきた｡血を絶やしてはいけないという思いは強く､絶
えそうになりながらも何とか繋いできた｡血族には体の
弱い人が多く､そのことで血が絶えそうになったことが
しばしばあった｡健康体は必要なもの｡あの子の兄にも
何があるか分からないし｡<運命ですね>やっぱり私の
育て方が悪かったのか?<誰が悪いというのではなく､
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そうするしかなかったこともあるだろう｡ただ､今のY
さんの病気には､成長のための苦しみが､鳴息という形
になって現れているという面もある> ････なかなか
難しい｡なかなかそう思えない｡<それも無理もないこ
とかも>
#23 7.26
自動車学校は常識だと思って行っている｡やっぱり運
命には逆らえない｡私は､アダルトチルドレンだと思う｡
このままでは社会に出られない｡先生からはどう見える
か?<Yさんは?>子ども｡弱い｡<誰の評価?>誰で
も人と比べて評価するものではないか?<それもあるけ
ど>母は最近変わった｡自己中心的になった｡今まで私
の悩んできたことは何だったんだと思う｡母は家のこと
しか頑にない｡家の存続に邪魔になるものは否定する｡
私が病気になると､結婚の問題だけではなく､治療費も
かかって家の財政を圧迫する｡<誰の考え?> ?<お母
さんが考えていることなのか､Yさんが考えていること
なのか分からない>そういうの嫌<お母さんにはお母さ
んの悩みがある様子>そう｡そう考えると､何のために
自動車学校なんて行っているんだと思う｡何だかバカバ
カしくなってきた｡こんな事をぐちゃぐちゃ考えてしま
う｡ぐちゃぐちゃ考えていると､家では厄介者と思われ
る｡家のことを重大に考えているのほお母さんだけ｡ぐ
ちゃぐちゃ言うところはここしかない｡
#(10) 8.8
<母親>
新しいバイト先が見つかった｡あの子の興味に合った
ところ｡親戚の人に頼んだ｡週末だけ行く予定｡あの子
の祖母は心配性｡私も心配性｡祖母は幼少時から耳が遠
い｡私はとても眼が悪い｡身内の女性は体が弱い人が多
い｡<祖母､母の心配や体の不調を考えると､なかなか
心配かけることは出来ない>そうですねb(他､Clの兄
の話)
#(ll) 8.28
バイト､自動車学校､レポートと忙しくしている｡噛
息も出ていない｡身体に無理をかけないで欲しい｡<お
母さんは?>私は体が弱い｡病気じゃないのに弱い｡必
ず昼寝をしている｡叔母もそういう人｡中学生の時結核
になったのが本当に恐かった｡その時､身体に無理をか
けると死ぬと看護婦さんから聞いて恐かった｡頑では､
今は大丈夫と分かっているのだが､またあの時のように
なってはいけないと思う｡嫁に行くとしても､わざわざ
持病を持った人を相手には選ばないと思う｡古い考えだ
が｡私は世間知らずで､未だに母に甘えているのかもし
れない｡
♯24 8.29
アルバイトに行き始めた｡前回よりは確かなところ｡
髪を染めた｡母には事後報告｡最近､美術系に行きたい
と思う｡歴史が好きで今の大学に入ったが､そう思わさ
れていたような気がする｡うちの学校はエスカレーター
式の学校なのに､何故みんながそのまま上の大学に上が
りたがらなかったのか､最近よく分かる｡自分のしたい
ことが今頃分かっても遅い｡<自分の知っている道なん
て一握り｡いろんな人に聞いたり見たりして､今からで
も道は探せる>でも､わたしはとろい｡言うだけで何も
しない｡<本気でしたくなったら動く>本気じゃないの
かな?最近誰も私のこと相手にしてくれないし､私の言
う事なんて馬鹿だと思われている｡<何が一番の望み?
>相手にしてもらうことか?でも母は家のことしか頑に
ないし｡自分に自信がない｡車は安全なナビゲーターが
いないと不安｡<だけど､一人でやってみなけりゃなら
ない時が来る｡何事も｡>そうか｡やっぱり何でもまず
はやってみないと始まりませんね｡でも､気分の差が激
しい｡<変化する時というのはそういうもの｡変わらな
いことがいいって訳じゃない>保守的だったんですね｡
私は中学からずっと同じ敷地にある学校に通い､家も何
十年も建て替えていない家に住んでいる｡
3.考察
3-1.-心理療法経過の検討
本事例の経過をたどりながら､心理療法の流れを追う
ことにする｡
まず心理療法のレベルの見立てであるが､Cl及び母親
の初回面接より､母親自身の家にまつわる課題がClにオ
ーバーラップしていることが予想されたため､Clに対し
ては､鳴息にまつわる苦しみを受容的に聞きつつ､支持
的に自我成長を促す関わりを行う方針を立てた｡また母
親に対しては､Clの治療の協力者という形で今回の心理
治療に参加してもらい､本人との関わり方を具体的に指
示する一方､母親自身の生育史を聞きつつ､それにまつ
わる思いを受容的に聞いていくという関わりを行うこと
にした｡
Clとの面接では､初回から鳴息発作にまつわる苦しみ
が切々と語られる｡それは､家の規範に合わせることも
逆らうことも出来ない無力感であり､嶋息発作によって､
その思いが一気に噴出する苦しさを語っている｡この苦
しみに焦点を当て､Thは話を聞いていくことにした｡
この苦しみは､その後の経過の中で一貫して語られてい
るが､それに加え､♯3では､同世代の人たちとのギャ
(8)
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ップの苦しさ､#4では､わずかながら母への不満が語
られる｡Thは､それらの苦しみを傾聴しつつ､Clがそ
のような苦しみを感じるのは､Clが弱いからではなく､
成長のための苦しみであることをフィードバックしてい
った｡♯8-#9にかけて､就職活動や友人との会話な
どから､自立と依存の間で揺れる気持ちを語り始めた｡
#11-♯13では､親の期待に応えられない辛さ､それに
応えている兄に対する羨望の気持ち､兄ばかり最展にす
る母親への怒りが噴出し､その結果､#14では母との衝
突 (喧嘩)を報告した｡それも必要なこととフィードバ
ックし､#15では､自立への第一歩として､アルバイト
に行く作戟を立て始めた｡#16頃から､母と自分は別の
存在であるという感じの萌芽が現れた｡その後､異性の
話が出たり､自立への不安や戸惑いが語られた後､#19
では､ついにアルバイトに出るということで自立を体現
化した｡しかしながら､#21では､アルバイトをクビに
なったことで､再び ｢好きなことをするとくじかれる｣
という体験をした｡再び､鳴息発作が出たときのように
抑苦的になるが､Thはその辛い気持ちを汲みつつも､
｢初めからうまく行くはずがない｡もう一度チャレンジ
する元気が出てきたら､また一緒に頑張ろう｣とエール
を送った｡#23では､家のことを重大に思っているのは
母だけなのだということに気付き､#24では､再びアル
バイトを始め､不安ながらも､｢一人でやってみる｣心
の準備を始め､家のこととは離れた､自分の希望する進
路の話を始めた｡すなわち､Clの中で母親の課題とC
l自身の課題が分離し､Clが自分自身の課題に取り組
み始めたことがうかがえた｡
母親面接では､初回で､育児方法の反省と､母の生い
立ちが語られた｡Thは､そのように育てざるを得なか
った母親の思いや､母の生い立ちにまつわる気持ちを聞
いていくことにした｡その後､母親自身がかつて患った
結核のことや､親族の病弱さ､そのために血が絶えるこ
とを恐れた家の歴史が語られた｡健康でなければという
思いは未だ根強く残っているが､面接経過中に､Clの精
神的な強さを認めたり､新しいアルバイト先を積極的に
見つけたりと､ClがCl自身として生きていくことの必要
性を僅かながら母親も感じ､そのためのエネルギーが徐々
に母親からもClに供給されているのが感じられた｡
3-2.嘱息発作にまつわる心理的メカニズム
祖母の代 (あるいはそれ以前)から伝わる健康に対す
るこだわり(｢良家に嫁に行くには健康でなければなら
ない､持病があってはならない｣)､l自家に生まれた女の
子としての意味 (｢長男に万が一のことがあったときの
(9)
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ために生まれてきた存在｡とにかく健康で人に迷惑をか
けず良家に嫁げばよい｣)､現代の価値観とのギャップな
ど､Yさんにとっての鳴息の意味は､ただ単に発作の苦
しさだけではなく､上記のことが一気に噴出し､Yさん
がY家の人間として生きていくこと自体を脅かされるも
のとなっている｡Yさん自身､｢発作が出ると､ぽっく
りと死んでしまいたくなる｡生きていく望みや欲がない｡｣
と語っているところからも､このことが伺われる｡実際､
面接を開始した頃のYさんは､全く生気を欠いており,
Yさんの輪郭もぼやけて見えるかのようであった｡
本事例は､中学 1年生の時に噂息､アトピー性皮膚炎
を発症しており､大学1年生でこのたびの嶋息発作を再
発させている｡症状発生の時は､母親の意向と違う道を
本事例がたどろうとするとき (たどらざるを得ないとき)
と重なる｡中学の時は､母親の望むレベルの中学に入れ
なかったこと､大学生になってからは母親が望まない運
動部に入り､そこで自由な男女関係や､同性同士のいが
み合いに直面したことが発症のきっかけであろうと推測
される｡Weiss(1922)1)は､噂息発作が母親に対する抑
圧された叫びを表していると述べている｡Yさんの中に
ある､独立したい (好きなことをしたい)という欲求や､
思うようにさせてくれない母親に対する恨み､勉強が出
来るため､長男であるため､好きなようにさせてもらっ
ていて大事にされている兄に対する羨望の気持ちなど､
総じて母親に対する攻撃的な感情が芽生えたとき､それ
は同時に母親との依存関係を脅かすことになり､病弱な
母親をさらに苦しめることになるため､それらの感情は
声なき声となって､噂息発作という形で現れるものと思
われる｡また､発作が出現すると､｢鳴息にかかり､母
に負担をかける迷惑な子｣としての罪責感が起こり､母
親からの期待､賞賛をさらに喪失し､Y家の人間として
ふさわしい生きていく道を喪失するため､抑彰的な苦し
さを休験することになる｡
また､江花ら (1993)6)によれば､Seligmanらの提唱
したLearnedHelplessness(学習性無力感)の概念が､
慢性疾患の経過中に加重してくる心理的要因を検討する
ときによく当てはまる理論であり､特に経過中生命の危
険さえ予想されるような発作を経験する嶋息患者の認知
の歪み､意欲の低下､情動の混乱に妥当するものと考え､
検討したところ､鳴息という事態における無力状態が認
められたものが43%あり､また､それらの人は暗示､予
期不安､疾病逃避､予後悲観､治療意欲減退の項目にお
いての無力状態が高得点であったことを報告している｡
本事例も､発作後には上記のような無気力状態を呈して
いる｡すなわち､生命の危険さえ予想されるような慢性
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疾患であるがための無気力状態とも言えるのだが､しか
しそれに加え､本事例では､慢性疾患を患っているとい
うことが家の規範を乱すものであり､ひいてはこれから
先全うに生きていく道がないというほどの意味をもっも
のであるから､鳴息発作のもつ意味は､さらに深刻にな
り､発作時の無気力も深刻なものであろうと思われる｡
Yさんにとっての家 (母)は ｢中国のように､てこでも
動かない大きな国｡他の道を作ることは許されない｣家
で､自分の存在は ｢(母の)手のひらの上の孫悟空｣の
ようにとらえられている｡この言葉からも､無力感の大
きさが見て取れる｡おそらく､孫悟空が金冠に苦しめら
れたように､Yさんも自分の欲が出てきて､Y家の規範
に合わない事態に直面すると､嶋息に苦しめられ､無力
感にさいなまれるのであろう｡
また､第二の生まれ変わりの時期､自立の時期である
思春期には､多かれ少なかれ分離にまつわる葛藤が生ま
れてくるものと思われるが､家意識の強いYさんのよう
な家の場合､その問題はかなり深刻になると思われる｡
個の確立よりも周囲との和を重んじる旧家としての環境
が､同一性確立の課題にさらに困難さを増しているよう
に思われた｡鐘 (1991)7)は､日本における自我の構造化
について､インド､アメリカと比較しながら理論的に考
察しており､欧米において､`自己の構造化が自己の意向
を論理的に行うような心的生活を基盤とする文化や対人
関係に基づいてなされるのに対し､日本においては､超
論理的な美的感覚を基準とした自己の構造化がなされて
いるとしている｡またそれは､周囲の状況を判断し､自
分の意見や主張よりも周囲を重要視すること､そして､
出来事の論理性よりも集団の協調性によって生活をする
ことで心的な安定を得てゆくような日本独自の集団への
適応規制に基づくものであるとしている｡また､清野
(1984)8)は､日本人におけるアイデンティティを検討す
る中で､柳田国男の ｢先祖の話｣に出てくる ｢ご先祖に
なる｣ということを取り上げ､次のように述べている｡
｢先祖という言葉は､個人の意識的な生のあり方を越え
たところ､つまりは深層意識から生ずるような､とらえ
どころはないがしかも我々の生にとって非常に大切な意
味を持っなにものかを現していると考えられるのではな
いだろうか｡(中略)祖先崇拝という制度が民衆の生活
の中で生きたものとして働き､われわれを支える者とな
っている限り､われわれにはアイデンティティという言
葉など必要なかったのである｣｡本事例の場合も､上記
のような身の処し方をしてきたものと思われる｡しかし
ながら､近年では､殊に都市部において家意識や祖先崇
拝の意識というのは薄らいでおり､むしろ欧米的な趣を
(10)
なしているように思われる｡そのような中にあって､Y
さんは､周囲との和や､周囲に対する体裁を重んじた考
え方で生きていくことに少なからずギャップや限界を感
じており､それによる葛藤も生じていると思われる｡
3-3. 本面接の治療的意義と今後の課題
3-3- (1).アイデンティティ確立の観点から
上記のような状況の中で､本面接を通して､Yさんは
困難ながらもアイデンティティ確立への道を歩き始めた
感がある｡羽場ら (1995)9)は､母子関係と噂息発作の心
身症的側面についての検討をする中で､母子間の過保護
的関係での嶋息発作状況は､ストレス反応的であり､自
我は未成熟であるが､患者自身はむしろ自立 しようと努
力しているようであったと報告している｡本事例でも上
記のことがうかがえる｡また､過保護的な関係は他の関
係 (拒否的､放任的)に比べ､基本的信頼感があり､治
療関係が持ちやすかったと報告している｡この点も､本
事例についても同様のことが言えるであろう｡
思春期の自立において､男子がその乱暴さや粗野な行
動により母親から解放される力を持ち､母親との関係か
ら身を引き離し客観的になりやすく自立Lやすいのに対
し､女子は同性である母とのつながりを確認することが
自立に向かうには必要なことと思われる10)･1)｡ しかしY
さんの場合､身近に接するY家の女性 (祖母､母)は､
皆Y家の嫁ではなく､Y家の後取りであるため､嫁に行
く立場であるY家の女性モデルが存在しない｡Yさんに
とって今必要であるのは､そのような女性モデルである
と思われた｡心理治療過程で筆者は､筆者自身の経験も
イメージしながら､旧家であることの意味をYさんと同
じくらい深刻に受けとめっっも､それに押しつぶされず
自分自身として生きていく道を少しずつではあるが探っ
ていく事を支援するよう努めた｡母親に対する恨みつら
みや､自分はY家にとってはもはやあまり意味を持たな
い存在であることを感じる辛さ､兄に対する羨望の気持
ち､同級生の生き生きした姿を目の当たりにする戸惑い
の気持ちなどを受容的に聞きつつ､｢本当にY家に女の
子として生まれたYさんは､大変だ｡この年になって､
ますますいろんな事を思い苦しいだろう｡でも､苦しい
けれどYさんが生まれようとしている｡一緒に頑張ろう｣
とェールを送り続けた面接であったように思われる｡噂
息発作を､｢ひびの入った体｣(Yさんの母親の言による)
ととらえるのではなく､自分が生まれようとしている苦
しみとして肯定的にとらえ､自分の好きなことをする､
ある程度は人の迷惑も考えないようなことをする等､今
までYさん自身の中でタブーとされていた考え方や生き
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方にチャレンジしていくことを励まし応援し続けること
で､Thはその課題に取り組むためのサポーターとして
の役割を担っていたと思われる｡
#13頃から表情にもやや生き生きとした変化が認め
られ始め､異性関係の話 (#17)も初々しく語られる
ようになる｡♯20では､ついにアルバイトに出るとい
う形で､自分の意思を表明し実行に移す｡それと同時に
服装や髪型なども今時の女の子らしくなり､今までアト
ピーを隠すために年中長袖長ズボンだったのが､初めて
半袖の服を着用した｡また､心理療法だけでなく､秘密
を話せる友人や､兄貴的存在のアルバイト先の男性など
も現れて､とりあえず一歩を踏み出せた感がある｡
3-3- (2).対象喪失の観点から
上記のように､始めの一歩は踏み出せたが､今後も多
くの壁を乗り越えていかなければならないことが予想さ
れる｡高野 (1995)12)によれば､身体疾患にかかるとい
うことは､それ自体が対象喪失の体験であり､対象とし
ての自己の喪失と､なじんだ環境 ･役割の喪失を含んで
いる｡本事例の場合に当てはめて考えてみると､鳴息に
かかるということは､まずは健康体自身の喪失であり､
それはひいては上記で述べたとおり､Y家の女性として
の品格を一つ喪失したことになる｡それにより母親から
の賞賛､承認も喪失することになるであろう｡Bowlby
(1977)13)の乳幼児の研究によれば､対象喪失の後には､
何段階かの感情体験のプロセスを経て喪の仕事がなされ､
その過程は､(D対象喪失を否認し､対象を保持しようと
する段階｡対象喪失への抗議の段階｡②対象喪失の現実
を認め､対象を諦める段階｡抑うつの段階｡③失った対
象からの離脱の段階 となる｡本事例の場合､これに基
づけば①～②の段階であると思われる｡本来ならば③の
段階へと移行し､行きつ戻りつしながら､①～③の段階
を繰り返し経て成熟していくのが望ましいと思われる｡
しかし､大切な対象を失っても､心が生き延びていくた
めには､当座は､喪失の感情に浸らず､現実適応に逃避
するという形の操的防衛を等区使して生きていくことも一
つの選択であろう｡本事例の場合はその方法が採択され
ているように思われる｡すなわち､鳴息発作がでるよう
な事態 (自分のしたいことをしたり､母親の意にそぐわ
ない事態に直面したりすること)は避け､Y家の人間と
してふさわしい生き方に近い生き方 (母親が勧める習い
事をしたり､健康体維持に努める)を遂行することで､
とりあえず心身の安定を得ている｡そうすることで､無
理矢理ながらも､今までと同じように母親からの期待､
賞賛を少なからず得ることが出来る｡高野 (1995)12)ら
述べているとおり､喪の仕事の滞りがClが現実に生き
OilE
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ていくことに障害を与える程度と､喪の仕事にCl自身
が心身ともに持ちこたえ､意味をもつようになる程度の
両方を秤にかけ､Clに対し喪の仕事を進めていくこと
が適切なのかどうかを吟味をすることそのものが､治療
者の重要な責務と考えられる｡本事例の場合､代々の歴
史を受け継ぐことに労を重ねてきたY家の重さを考慮に
入れると､そのようなY家の人間として生きていくこと
を喪失するということは､Yさんだけではなく､母親に
とっても容易に受け入れられる事態ではないであろう｡
しかしながら､幸いなことに噂息発作は重篤ではなく､
しかも長期化しないため､喪の仕事に取り組む余地は残
されていると思われる｡結局は母親の手のひらに戻って
しまい､元の木阿弥になってしまったYさんを無碍に否
定することなく､そのようなYさんを見守る中で､再び
自分の生きていく道を見つけだそうと挑戦していく際に､
前述のようにサポートしていくことが治療者の役目であ
ると考えている｡
3-3- (3).母娘関係の観点から
母親面接は､不定期に行われたこともあり (始めは定
期的に行うことを予定していたが､母親の都合でいっも
日程変更になり不定期になった)､現時点では母親のC
lに対する感情をまだ十分に扱えていない感がある｡十
川ら (1992)14)は､思春期鳴息患者の多くの家庭におい
て父親の不在､母親の孤立感の増大があり､親の患者に
対する対応としては､発作時での不機嫌な対応､非発作
時での支配的な対応が見られること､その結果､患者の
内面では依存と独立の葛藤が未処理になり､現実生活上
は不適応状態を生み出し､このことが嶋息発作の増悪原
因の一つになっていることを示唆している｡また､これ
らに対する心理面からの治療法としては､(Ⅰ)両親､
特に母親に対して今までの苦労をねぎらうとともに､治
療に父親を参加させ､母親の負担及び支配性を和らげて
いく｡(Ⅱ)患者に対しては､面接で両親に対する陰性
感情を十分に表出させ､両親に対する受けとめ方の変容
を期待する｡さらに患者は自立に対し恐怖感 (分離不安)
を持っていることが予想され､治療者は時に患者と ｢対
決｣しなければならないとしている｡本事例においても､
家庭状況としては十川らが示唆するとおりの状況が伺わ
れる｡父親は ｢Y家の人間であってY家の人間ではない｣
(♯11)し､母親は発作が出ないようにとClのあら
ゆる行動を制限し､発作が出れば日ごろの努力が足りな
いからと叱責している｡母親面接を通して､母親の方か
ら､母親自身の生育史について語られたり､Y家代々の
歴史の話がなされたりと､母親自身のこれまでの生き方
や､母親自身の ｢ひびの入った体｣をめぐる葛藤などが､
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現在のYさんにも影響していることが母親自身少なから
ず気づいている｡恐らく､Y家に根強くある健康に対す
るこだわりは､母親をはじめ､祖母の身近な人々が結核
にかかっていたことと深く関連しているものと思われる｡
結核が死に至る病であったこと､伝染病であるため隔離
され､周囲の人々から忌み嫌われていたこと､結核にか
かることは結婚を脅かすものであったこと､治療には高
額の医療費がかかったこと､一旦病気がおさまっても､
養生しておかないと再発する恐れがあったこと等を考え
ると､母親のYさんに対する言葉かけの随所に､それら
の要素が見て取れる｡あたかも鳴息が結核ほどの ｢恐ろ
しい病気｣であるかのように扱われている｡これは､嶋
息も結核と同様､呼吸器系の病気であり､表面的な症状
(咳込む)が似ていることも関係しているだろう｡同じ
慢性疾患でも､アトピーの症状についてはあまり言及し
ないのもこのためかもしれない｡Yさんが噂息発作を起
こすことは､母親にとっては結核にまつわる体験を坊沸
させるものであり､母親を脅かすものであることが予想
される｡# (2)において､｢私が心理療法を受けない
といけないのかもしれない｣と語っていることから､母
親自身が自分の問題として捉え始めていることがうかが
える｡今後､流れによっては面接の重心が母親面接に移
行していく可能性も考えられる｡その場合には､上述し
たような点を取り扱っていく事が治療的に有効であろう
と思われる｡
おわりに
本稿では､鳴息発作に苦しむ思春期女子の心理療法過
程を報告し､鳴息発作にまつわる心理的メカニズムを明
らかにし､考察を加えた｡本過程の中で､アルバイトを
見つけるという形でまがりなりにも自分の意志､意欲を
表し行動に移したことは､今までのYさんにはない新し
い変化であるように思われるが､本当の意味での変容が
なされたかどうかは疑問である｡いくらかはそのあたり
の感情にふれ､取り扱った場面もあったがまだ十分とは
言い難い｡しかしながら､今までそれなりに安定してき
た家族病理が治療により揺さぶられ変化するということ
は､家族各員に不安をもたらし元に戻ろうとする力が働
くため､治療は難航することが予想される｡また､時に
は親に対する陰性感情に気づきにくかったり､陰性感情
を意識化することが危険な場合もある｡本事例の場合に
おいても､旧家で生まれ育った環境を脱ぎ捨てて､自分
としての生き方を見つけていくなどということはそう容
(12)
易であるはずがない｡上記で述べたような感情の処理に
はかなりの時間と労力を要するものと思われる｡しかし､
Yさんの言うように､自分が戦おうとしている敵が"中
国のようにてこでも動かない国'であるならば､まとも
に敵に立ち向かっていくのではなく､今回の心理療法で
なされたことのように､根本的な解決 (あるいは変容)
でなくとも､そのような敵を尻目にうまくやり過ごして
いく方法を自分なりに見つけて行くことも､一つの選択
であると思われる｡筆者の実感では､少なくとも面接開
始当時よりは､見た目にもYさん自身の輪郭がはっきり
してきており､幾多の苦難はあるものの､いろんな人の
助けを借り･ながら､Yさん自身が生き抜いていく力の萌
芽が感じられた｡今後は､しばらくYさんの様子を見守
りつつ､とりあえず安定したところで終結に向かう予定
である｡また､必要があれば､母親を主体とした面接に
移行し継続していく予定である｡
追記 :本稿をまとめるにあたり､C1のプライバシー保
護のため､出来る限りの努力を行った｡本稿が心理臨床
における事例であるため､読者にはその点ご留意される
ことをお願い致します｡
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Summary
lnthispaper,Wereportedaprocessofpsychotherapywithanadolescentgirlwhosufferedfrom anattack
ofasthma.Inthiscase,Wetriedtosupportivetherapyandencouragedheridentityachievement.Tothe
result,SheseparatedTheproblemsofhermothertotheproblemsofherself,andshegotbetter.From this
case,Wetriedtodescribeapsychologicalmechanismofasthmawiththreepointsofview,1)identityachie-
vement,2)lossofobject,3)relationshipbetweenmotheranddaughter.
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